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地域活性化協議会の皆さまと「議会報告地域活性化協議会の皆さまと「議会報告
会・意見交換会」を実施し、貴重な意見会・意見交換会」を実施し、貴重な意見
をいただきました。この会議は「市民をいただきました。この会議は「市民
の皆さまと共に、あるべき未来を問い続の皆さまと共に、あるべき未来を問い続
け、本市の課題を解決し、社会の変革にけ、本市の課題を解決し、社会の変革に
対応し先駆ける」 ものでした。詳しくは対応し先駆ける」 ものでした。詳しくは
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1212月月定例会定例会12月定例会

11月月臨時会臨時会1月臨時会
　令和８年１月臨時議会が、１月15日の１日間の会期で開かれ、一般会計補正予算、下水道事業会計補
正予算の２件を審議し、いずれも原案のとおり全会一致で可決されました。

♦ 物価高対応子育て応援事業　　　　　　　　　４,０００万円
　�物価高の影響を受ける子育て世帯を支援するため、国で定めたこども一人あたり２万円に、市独自に５千円を
上乗せして給付する。
　給付は２月１０日（児童手当の支給日と同日）※申請の必要な方は申請後の支給となります。
♦ 物価高騰対策生活支援商品券事業　　４億７,６４９万８千円
　�エネルギー・食料品価格等の物価高騰に対応するため、小売店や飲食店等で使用できる商品券を全市民に配布
する。

市民一人あたり　：　商品券８,０００円

　令和７年12月定例会が、12月３日から16日までの14日間の会期で開か
れました。開会日に鈴木和夫市長より議案における提案理由の説明がなさ
れ、一般質問では15名の議員がそれぞれ市の考えを質しました。
　市長提出議案は40件で、令和７年度補正予算、複合施設関連の条例制
定、専決処分２件、人事案件３件などを審議し、いずれも原案のとおり可
決または同意されました。
　今号では定例会の概要と注目する主な事業（２頁）、請願・陳情・人事
案件・各議案の採決結果（３～４頁）、各常任委員会での審議内容と委員
会視察レポート（５～８頁）を主にお知らせします。

全ての議案の審査
結果は市議会ホー
ムページをご覧く
ださい。

◆市長提出議案�………40件
� （うち人事案件……3件は4頁）
◆請願・陳情� …………6件
� （請願3件、陳情3件）
◆議員提出議案
� （意見書案）…………5件

議案ピックアップ

《　12 月定例会において補正された一般会計予算の総額　》
６億９，７３５万８千円

・主な事業内訳・
♦ 物価高対応子育て応援事業　　１億６,１６３万３千円
　 �物価高の影響を受ける子育て世帯を支援するため、こども一人あたり２万円を給付する（財源は国100％、
事務費は163万３千円）

♦ 職員給与関係費等　　　　　　　　９,６２９万６千円
♦ 会計年度任用職員関係費　　　　   ３,７６３万３千円
　 �福島県人事委員会勧告に準じ、特別職、議員、一般職および
　会計年度任用職員の給与を改定するための経費
♦ ふるさと応援事業　　　　　　　　９,９９９万８千円
　上半期のふるさと納税の寄付が好調であったため、寄付者への
　返礼等に係る経費を追加するため ふるさと納税返礼品

・主な事業内訳・
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物価上昇に見合う年金引き上げを求める陳情書
　〈提出者〉　全日本年金者組合福島県本部　執行委員長　佐藤征司
　〈要　旨〉　�　年金額改定は３年連続でマクロ経済スライドを適用し、物価との関係で見れば実質的には減額と

なっており、公的年金が収入の全てである多くの高齢者世帯では医療費や食費を削り、また、働かざ
るを得ない高齢者が増加しているため、物価上昇に見合う老齢基礎年金等の支給額の改善をするこ
とを関係機関に要望する。

米の安定供給等を求める意見書の提出について
　〈提出者〉　福島県県南農民組合　組合長　大竹利男
　〈紹介議員〉　深谷　弘
　〈要　旨〉　�　国が米不足を認めて米の増産に踏み切ることを表明したが、新政権になり、増産から一転し需要に

応じた生産が基本との考えを示した。消費者は安心して日本の米が食べ続けられる、農家は安心して
米を作り続けられる政策が求められるため、米の増産策を進め、十分な備蓄を確保すること、農産物
の価格補償・所得保障政策を確立することを関係機関に対して要望する。

　〈議会運営委員会での審査経過〉
　　　　　　�　増産策は米価や生産者の収入が不安定となり米農家の担い手不足が一層進む懸念があるため不

採択とする意見がありましたが、採決の結果、賛成多数で採択とすべきものと決しました。

地域の医師不足解消を求める請願書
　〈提出者〉　福島県民主医療機関連合会　会長　北條　徹
　〈紹介議員〉　深谷　弘
　〈要　旨〉　�　医師少数県とされる本県はもとより、医師多数県の中でも中山間地域では医師が不足し、地域医療

は崩壊の危機にある。政府は医師の配置を重視した医師偏在対策を打ち出したが、医師の人権や健
康を守りつつ働き方の多様化を踏まえて医師需給推計を見直し、医師偏在指標に基づいた医師偏在
対策を改めること、また、医学部定員を増員することを関係機関に要望する。

防衛省「まるわかり！日本の防衛はじめての防衛白書」の小学校
への直接送付をやめることを求める意見書の提出について

　〈提出者〉　福島県県南農民組合　組合長　大竹利男
　〈紹介議員〉　深谷　弘
　〈要　旨〉　�　防衛省が作成した冊子が７月時点で全国の小学校に配布され、意見が分かれる安全保障政策など

について政府の見解を一方的に教え込む内容となっていることから、小学校への直接送付をやめる
よう防衛省へ要望する。

　〈議会運営委員会での審査経過〉
　　　　　　�　採択すべきとの意見や、配布目的等について調査が必要なため継続審査とする意見、送付している

だけであり問題ないため不採択とする意見があり、採決の結果、継続審査、採択とも賛成少数となり、
不採択とすべきものと決しました。

請願第７号

請願第９号

請願第８号

請願・陳情・意見書＆人事案件・採決
　提出された請願・陳情は、議会運営委員会等で審査後、本会議で採決します。採択されたものは市議会の意見
書として関係機関や国へ提出します。

採択

陳情第２号

不採択

採択

採択



「院所・事業所の継続とケア労働者が働き続けられる環境
整備のため、診療報酬・介護報酬など公定価格の引上げを
求める意見書」の提出について

　〈提出者〉　白河地方労働組合総連合　議長　近藤芳文
　〈要　旨〉　�　物価高騰が中小企業や小規模事業所に打撃を与える中、医療、介護、福祉、保育などの現場では、低

水準に抑え込まれた賃金が人手不足を加速させ、現場の維持にも支障を来たし、事業所の倒産などに
つながっている。ケア労働者の賃金は国が定めた基準を基に算定された公定価格に準拠しているため、
診療報酬や介護報酬などの公定価格について、物価高騰や人件費増を賄うことができる水準までただ
ちに引き上げることを関係機関に対して要望する。

「最低賃金を引き上げやすい環境整備のために、中小企業・
小規模事業者支援の拡充を求める意見書」の提出について

　〈提出者〉　白河地方労働組合総連合　議長　近藤芳文
　〈要　旨〉　�　福島県の最低賃金は、令和８年１月１日から時間額１，０３３円となり過去に例を見ない引上げとなる

一方で、県内の中小企業や小規模事業者はエネルギー、原材料価格の高騰等により非常に厳しい状
況にあるため、政府によるそれら事業者への支援策を拡充強化すること、社会保険料事業主負担分
の減免や給付型支援を実施することを関係機関に要望する。
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人事案件

本会議の採決

〇議案第149号　白河市教育委員
会委員の任命について
白河市教育委員会委員
　瀧澤　織絵（東釜子・新任）
任期　４年
　　　令和７年12月23日から
　　　令和11年12月22日

同意

議　案　名
　※〇は賛成　●は反対
　※議長（石名国光）は採決に加わらない
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議案第140号
白河市議会議員の議員報酬、期末手当及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可　決
（賛成多数）

議案第141号
白河市長等の給与及び旅費に関する条例の一部
を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可　決
（賛成多数）

議案第144号
令和７年度白河市一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可　決

（賛成多数）
請願第８号
防衛省「まるわかり！日本の防衛はじめての防
衛白書」の小学校への直接送付をやめることを
求める意見書の提出について

● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ○ 不採択
（賛成少数）

請願第９号
米の安定供給等を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 採　択

（賛成多数）
意見書案第６号
米の安定供給等を求める意見書 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

（賛成多数）

（賛否がわかれたもののみ記載）

◎議案第112号～139、142、143号、145～151号、請願第7号、陳情第２～４号については、いずれも全会一致で可決、同意ま
たは採択しました。
◎意見書案第5号、7～9号については、いずれも全会一致で可決しました。

〇議案第151号　小田川財産区管
理会委員の選任について
小田川財産区管理会委員
　菊地　忠治（萱根・新任）
任期　３か月（前任者の残任期間）
　　　令和７年12月16日から
　　　令和８年３月31日

〇議案第150号　白河市公平委員
会委員の選任について
白河市公平委員会委員
　宮本　多可夫（旭町・再任）
任期　４年
　　　令和７年12月26日から
　　　令和11年12月25日

陳情第４号

請願第７、９号、陳情第２～４号については「意見書第５～９号」として関係機関に提出しました。

採択

陳情第３号
採択
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白河市ひと・まち・みらい創造ステーション（複合施設）条例を制定白河市ひと・まち・みらい創造ステーション（複合施設）条例を制定
議案第112号　白河市ひと・まち・みらい創造ステーション条例のほか、議案13件が付託さ
れ、いずれも原案のとおり可決されました。

返還された方は年配の方での、県外の施設へ転出したことで、補助交付要件である３年以上継続
して定住することを満たさなくなったことによる返還金である。また、補助額については、県外
からの転入で、県と市からそれぞれ60万円の補助金が交付されていた。

結婚や出産、子育て等によるブランクがあり、再就職に不安が
ある女性を対象に交流の場の提供と就業支援を行うものです。
主に、３つを想定しており、①気軽に立ち寄れるコミュニティ
スペースを設ける。②個別就労相談や企業と連携して求人情報
の紹介等を行う。③企業見学バスツアーや仕事体験のインター
シップ、女性向けセミナーの開催等を展開する予定。

観光ステーションは観光案内に重きを置いた施設であることか
ら、収益の観点等から今後の方向性を検討するため1年とした。

市内のトマト農家56戸のうち49戸（87％）の農家が被害にあっており、被害が市内全域に渡るた
め、予算を計上した。

Q

Q

Q

Q

●● 議案第112号　�白河市ひと・まち・みらい創造ステーション条例第15条「キャリアサポートステーションし
らかわ」について

●● 議案第134号　令和７年度白河市一般会計補正予算（第４号）

『来て「しらかわ」住宅取得支援事業補助金過年度分返還金』について
交付要件を満たさなくなった理由と交付した補助額は？

キャリアサポートステーションしらかわの具体的な事業の
イメージは？

指定管理の期間が1年である理由について

農業振興対策事業の「白河トマト産地持続化緊急対策事業補助金」の予算計上の経緯について

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

白河トマト産地持続化緊急対策事業補助金の予算計上白河トマト産地持続化緊急対策事業補助金の予算計上
議案第119号　白河市住民基本台帳カード利用条件を廃止する条例のほか、議案8件が付託さ
れ、いずれも原案のとおり可決されました。

市民産業 常任委員会市民産業 常任委員会

総務 常任委員会総務 常任委員会

各委員会に付託された議案の審査経過と結果について、主なものを報告します。

市内トマト栽培面積に補助額上限10アール当たり20万円をかけて算出している。

Q

●● 議案第134号　令和7年度白河市一般会計補正予算（第4号）

●● 議案第133号　しらかわ観光ステーションの指定管理者の指定について

補助金の算定根拠について

Ａ

女性向けセミナー

しらかわ観光ステーション
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Ａ

Ａ

Ａ

マイタウン白河4階の子供の屋内遊び場「わんぱーく」の
機能が、令和9年に開設される複合施設へ移転集約される
ことから、今回は指定期間を1年間とし、その間に新たな
運用形態を定めたうえで、次期よりあらためて複数年度の
指定を検討する。

マツの倒伏を防ぐための剪定や、南湖へ流入する排水の暗渠管内を阻害する根の除去費用である。

別途、規則で定めるため。

保健事業以外での利活用が可能であり、利活用の方針については、各地域で検討する。

利用者に安心してご利用いただくため。

指定期間が1年である理由について

南湖維持管理事業の修繕費の内容は

施設利用対象年齢の条文の記載が無い理由は

保健センターが統合された後、表郷、大信、東の旧保健センターの利活用を検討する際、
保健事業以外での利活用が可能か。

事前登録が必要である理由は

●● 議案第124号　�白河市中心市街地市民交流センター及び旧脇本陣柳屋旅館建造物群の指定管理者の指定につ
いて

●● 議案第134号　白河市一般会計補正予算（第４号）

●● 議案第116号　白河市キッズプラザ条例

●● 議案第120号　白河市保健センター条例の一部を改正する条例

Ａ

Ａ

Q

Q

Q

Q

複合施設内にキッズプラザを設置するため条例を制定複合施設内にキッズプラザを設置するため条例を制定
議案第117号　白河市認定こども園条例のほか、議案12件が付託され、いずれも原案のとお
り可決されました。

教育福祉 常任委員会教育福祉 常任委員会

南湖公園の景観の維持管理に努めている南湖公園の景観の維持管理に努めている
議案第138号　白河市下水道事業会計補正予算（第２号）のほか、議案６件が付託され、いず
れも原案のとおり可決されました。

建設水道 常任委員会建設水道 常任委員会

複合施設イメージパース
（キッズプラザ）

屋内遊び場「わんぱーく」

Q
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　外部知見を取り入れた組織体制を構築し、地域通貨「ながいコイン」、無人ス
マートストア、GPSによる児童見守り、有害鳥獣対策・河川監視など多岐にわた
り取組み、公共交通では、利用データを数値化・分析し、ルートや停留所の最
適化を図り、本市の施策推進において極めて参考になるものでした。

山形県長井市

【国の交付金と内閣府地方創生人材を活用した
「スマートシティ長井事業」】

　国の制度やデジタル住民票
などを駆使し、若者や富裕層を
ターゲットとした戦略を展開して
おり、その結果、関係人口は50
倍以上に増加し、予算規模も1.6
倍へ拡大しました。DX推進の一
方で、根底にある「地域の寛容性」や「人の繋がり」を重視する
熱意に触れ、明確な戦略と実行力を持って町全体を活性化させ
る手法は、議員活動において多大な示唆を与えるものでした。

　観光客が「黒枝豆まつり」や城下町エリアに集中することや、滞
在時間が短いことなどが課題であり、二次交通の提供や宿泊施設の
整備、インバウンド対策、効果的な情報発信などに取り組んでいま
す。これらの取り組みは、本市の観光の振興において大いに参考に
なりました。

　地元住民によるNPO法人が、施設を管理・運営
し、地産地消の料理提供や体験事業等により黒字
経営を継続しています。過疎化が進む中で地域を守
ろうとする住民の熱い情熱と、廃校がコミュニティ
拠点として機能する重要性を強く感じる一方で、現
場では後継者不足等の課題もあり、本市にも共通す
る切実な問題であると認識しました。住民の「地域
愛」が地域存続の鍵であることを学び、本市の地域
づくりにおいても非常に有益でありました。

山形県西川町 山形県寒河江市

【関係人口創出をはじめとする
“つなぐ”施策】

【丹波篠山観光まちづくり戦略】

【旧田代小学校を活用した
「学びの里TASSHO」】

兵庫県丹波篠山市

　古民家や蔵などを店舗や滞在型宿泊施設として再生・活用
し、人を呼び込み賑わいを戻す取り組みを行っています。こ
れらの取り組みは、本市の古い町並みや暮らし・文化を生か
しながら、観光や商工
業の振興を考えるうえ
で非常に参考になり、
今後進められる「大木
家住宅」事業について
も大いに期待するもの
です。

　環境への負荷軽減と安全で安心な農産物の
安定供給を図るため、農薬や化学肥料に頼ら
ず、お米とそこに生息する生物を同時に育む
「コウノトリを育む農法」を全国に先駆け、生
産者、農協、行政、販売先の四位一体で取り組
み、市内すべての学校給食に「コウノトリを育
むお米」が提供されています。これらの取り組
み、及び実現するまでの経過は非常に感銘を受
けるものであり、本市の農業施策において大変
参考になりました。

【古民家等の歴史的建造物を活用した
観光施設の運営】

【豊岡市と連携して
行っている農業の取り組み】

兵庫県丹波篠山市　（株）NOTE 兵庫県豊岡市　たじま農業協同組合

　行政視察リポート

総　　務総　　務
常任委員会常任委員会

　所管事務調査の一環として11月
５日から７日まで、山形県長井市、
西川町及び寒河江市にて行政視察を
実施しました。

〈参加者〉
　委員長：大花　　務　副委員長：佐川　琴次
　委　員：吉見優一郎　委　　員：緑川　摂生
　委　員：高橋　光雄

市民産業市民産業
常任委員会常任委員会

　所管事務調査の一環として、11月
10日から12日まで、兵庫県丹波篠山
市、豊岡市にて行政視察を実施しまし
た。

〈参加者〉
　委員長：菅原　修一　副委員長：遠藤　公彦
　委　員：植村　美洋　委　　員：鈴木　裕哉　
　委　員：根本　建一　委　　員：室井　伸一
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　白山市は、平成17年の合併直後に小中学校の再編を検討し、平成20年に合
併特例債を活用して小・中学校を併設した白嶺小中学校として、とても魅力
的な校舎を建設しました。現在は校舎建設から17年が経過し、児童・生徒数
は３分の１程度まで減少しているとの説明が有りました。本市でも学校の統
廃合を検討する際は、将来を見据えて適正な配置や規模を検討する必要性を
感じさせられました。

　江戸時代に製塩業や酒造業で栄えた旧町並みが重要伝統的建造物群保存地区として国の指定を受け、保存と活用
の基本構想のもと、「歴史的資源を活かしたまちづくり」に取り組んでいます。にぎわいと共に調和のとれた伝統
的な町並みを形成しており本市のまちづくりにも参考になりました。

【学校統合について】

【「歴史的資源(歴史的町並み)を活かしたまちづくりについて」
にぎわいと共に調和のとれた町並みを形成】

石川県白山市

広島県竹原市

　小松市では、生後３カ月から１歳の誕生日を迎える月までのお子さんが居
る家庭を対象に、月２千円程度の紙おむつを無償提供する「赤ちゃんおむつ
定期便」を実施している。この事業の特徴は、おむつを提供するだけの事業
ではなく、子育て経験者が子育ての悩み等の相談に応じ、見守りチェック
シートの作成や、虐待の監視までを一体的に実施していることでした。その
他、様々な子育て政策を実施しており、本市においても大変参考になるもの
でした。

　歴史的な建造物の在り方や、古民家等の保存や修景、後世への継承を考えるうえで本市の施策にも参考になる事
業でした。 

　駅前の一方通行化や電線類の地中化、歩道拡幅、イルミネーションや歩行者
デッキでのイベントの開催など、ハード整備とソフト事業も展開しており、本市
の駅周辺やまちなかにぎわいの創出を考える上で大変参考になりました

【赤ちゃんおむつ定期便・子育て政策について】

【「矢掛町伝統的建造物保存地区保存活用計画について」
歴史かおる文化のまちづくりへの取り組み】

【「刈谷駅北地区整備事業について」
多彩な駅前の充実により、活気やにぎわいの創出】

石川県小松市

岡山県矢掛町

愛知県刈谷市

教育福祉教育福祉
常任委員会常任委員会

　所管事務調査の一環として令和７年
１１月１２日から１４日まで、石川県白山
市及び小松市にて行政視察を実施し
ました。

〈参加者〉
　委員長：柴原　隆夫　副委員長：永山　　均
　委　員：石名　国光　委　　員：深谷　　弘
　委　員：佐川　京子　委　　員：大木　絵理

建設水道建設水道
常任委員会常任委員会

　所管事務調査の一環として11月4
日から6日まで、広島県竹原市、岡山
県矢掛町及び愛知県刈谷市にて行政
視察を実施しました。

〈参加者〉
　委員長：水野谷正則　副委員長：戸倉　宏一
　委　員：高畠　　裕　委　　員：筒井　孝充

　行政視察リポート
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一　般　質　問一　般　質　問

Ｑ　
鈴
木
市
長
の
「
歴
史
の
ま

ち
白
河
」
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

に
よ
り
、
本
市
の
観
光
業
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
は
非
常
に
高
ま
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
観
光
業
も
本

市
の
基
幹
産
業
に
す
べ
く
、
地

場
産
品
の
販
売
・
Ｐ
Ｒ
拠
点
の

物
産
館
や
、
団
体
客
利
用
可
能

な
レ
ス
ト
ラ
ン
や
宿
泊
施
設
の

充
実
が
重
要
と
考
え
る
が
市
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ　
民
間
事
業
者
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、
互

い
に
連
携
し
な
が
ら
観
光
を
地
域
経
済
の
大
き

な
柱
の
一
つ
と
し
て
育
て
、
「
儲
か
る
観
光
」

の
実
現
に
向
け
て
取
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　
南
湖
の
水
の
入
っ
た

冬
景
色
が
見
ら
れ
て
南
湖

の
美
し
い
四
季
を
存
分
に

楽
し
め
る
よ
う
に
、
冬
期

間
の
水
抜
き
・
池
干
し
を

ぜ
ひ
見
直
し
て
欲
し
い
。

Ａ　
環
境
保
全
と
観
光
の

両
立
に
向
け
、
池
干
し
の
あ
り
方
も
含
め
、
よ

り
効
果
的
な
水
質
改
善
策
を
調
査
、
検
討
し
て

い
く
。

Ｑ　
各
学
校
の
い
じ
め
防
止
の
た
め
に
夏
休
み

に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
仁
の
つ
ど
い
」
に
、
い

じ
め
件
数
の
多
い
中
学
1
年
生
の
参
加
も
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
「
仁
の
つ
ど
い
」
は
、
生
徒
達
自
ら
が
い

じ
め
問
題
に
向
き
合
う
力
を
育
て
る
こ
と
な
の

で
、
今
後
中
学
１
年
生
の
参
加
や
内
容
の
見
直

し
も
検
討
し
て
い
く
。

佐川　京子 議員

「儲かる観光ビジネス」という視点を観光行政に取り入れてはどうか
白河の魅力を引き出し「儲かる観光」の実現に向けて取組んでいく

Ｑ　
天
狗
山
の
駐
車
場
ま
で
の

未
舗
装
区
間
の
整
備
に
つ
い
て
、

今
や
全
国
に
広
く
知
れ
渡
り
、

多
く
の
方
が
訪
れ
る
名
所
と
な

っ
た
が
、
乗
用
車
や
、
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
、
観
光
バ
ス
で
の
来
場

も
あ
る
た
め
、
安
心
し
て
安
全

に
通
行
で
き
る
よ
う
整
備
す
べ

き
と
思
う
が
、
市
と
し
て
の
考

え
を
伺
う
。

Ａ　
今
年
度
よ
り
舗
装
の
末
端
か
ら
約
３
０
０

ｍ
の
未
舗
装
区
間
に
つ
い
て
洗
堀
防
止
の
工
事

を
順
次
進
め
て
い
る
。
今
後
も
路
面
の
状
況
を

把
握
し
、
適
切
な
維
持
・
管
理
に
努
め
る
。

Ｑ　
天
狗
山
の
ト
イ
レ
の

整
備
に
つ
い
て
、
訪
れ
る

方
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ

う
整
備
が
必
要
と
思
う
が
、

市
と
し
て
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
と
意
見
交
換
を
行
い

登
山
者
の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

Ｑ　
兼
業
農
家
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
表
郷
地

域
に
は
、
中
小
規
模
の
兼
業
農
家
が
多
く
存
在

す
る
が
、
大
規
模
農
家
に
比
べ
支
援
や
補
助
金

が
少
な
い
状
況
に
あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な

支
援
を
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　
地
域
の
農
業
を
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能

な
も
の
と
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
多

様
な
担
い
手
を
引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
た
め
、

必
要
な
支
援
の
方
向
性
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

進
め
る
。 根本　建一 議員

表郷天狗山の整備について
道路・トイレの利便性向上を検討する

Ｑ　
白
河
市
の
不
登
校
の
児
童

生
徒
の
数
お
よ
び
割
合
は
ど
の

よ
う
な
実
態
か
、
伺
う
。　

Ａ　
小
学
生
57
人(

２
・
０
８

％)

、
中
学
生
70
人(

４
・
４
９

％)

と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　
不
登
校
の
児
童
生
徒
に
対

し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
対
策
・

指
導
を
お
こ
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ　
本
人
や
保
護
者
の
状
況
を
適
切
に
把
握
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
学
習
や
体
験
活
動
の
機
会
を

確
保
し
、
心
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
し
て
い
る
。

Ｑ　
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置
要
望
は
何

名
あ
り
、
何
名
が
配
置
さ
れ
た
の
か
。

Ａ　
令
和
７
年
度
は
、
87
名
の
要
望
が
あ
り
、

51
名
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
活
用
推
進
事
業
の

効
果
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

Ａ　
各
種
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
小
峰

城
や
南
湖
公
園
の
観
光
客
の
増
加
に
つ
な
が
っ

た
。

Ｑ　
大
河
ド
ラ
マ
効
果
を
一
過
性
に
終
わ
ら
せ

る
こ
と
な
く
、
次
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

Ａ　
今
後
も
演

劇
「
お
ら
ほ
の

殿
さ
ん
」
の
公

演
、
観
光
誘
客

を
目
的
に
、
バ

ス
ツ
ア
ー
、
「
ゆ
か
り
の
地
と
の
連
携
」
な
ど
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業
を
検
討
し
て

い
く
。

植村　美洋 議員

大河ドラマの活用推進事業の継続
本市の魅力発信と誘客を促進

年間を通して多くの
来場者がある天狗山

冬の南湖公園

さだのぶくん
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Ｑ　
現
在
、
釜
子
小
で
行
わ
れ

て
い
る
放
課
後
子
ど
も
教
室
の

目
的
と
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
地
域
と
連
携
し
様
々
な
体

験
や
学
習
活
動
等
を
行
う
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
社
会

性
、
創
造
性
等
、
豊
か
な
人
間

性
を
育
む
と
と
も
に
児
童
と
地

域
住
民
と
の
交
流
に
よ
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
あ

る
。
内
容
は
、
ト
チ
の
実
を
使
っ
た
笛
づ
く
り

や
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用
し
た
オ
カ
リ
ナ
作

成
、
大
正
琴
や
和
太
鼓
の
演
奏
体
験
、
ギ
タ
ー

や
チ
ェ
ロ
の
音
楽
鑑
賞
、
読
み
聞
か
せ
、
お
話

し
会
老
人
会
に
よ
る
昔
遊
び
等
で
、
多
く
の
子

と
も
だ
ち
が
参
加
し
、
元
気
に
活
動
し
て
い
る
。

Ｑ　
学
校
の
授
業
で
は
味
わ
え
な
い
「
本
物
」

を
体
験
で
き
る
素
晴
ら
し
い
事
業
で
あ
る
。
全

小
学
校
に
拡
充
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
課
題
が

あ
る
の
で
は
。

Ａ　
運
営
全
体
を
取
り
仕
切
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
発
掘
と
育
成
が
重
要
で
あ
る
。
子
ど

も
の
学
び
や
遊
び
に
精

通
し
、
学
校
や
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
持
つ
適

任
者
が
見
つ
か
ら
な
い
。

教
育
委
員
会
や
地
域
団

体
と
連
携
し
、
新
た
な

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
発
掘
し
て
い
く
。

持続可能な農業の実現に向け施策を推進する

Ｑ　
農
業
を
持
続
可
能
な
職
業

と
す
る
た
め
に
は
、
高
騰
す
る

肥
料
や
農
業
機
械
な
ど
の
生
産

資
材
購
入
費
の
削
減
及
び
生
産

性
向
上
な
ど
、
農
産
品
生
産
の

コ
ス
ト
低
減
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
、
農
業
者
へ

の
支
援
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺

う
。

Ａ　
今
後
も
、
持
続

可
能
な
農
業
の
実
現

に
向
け
、
必
要
な
施

策
を
着
実
に
推
進
し

て
い
く
。

Ｑ　
熊
に
よ
る
人
身

被
害
が
多
発
し
た
こ

と
か
ら
、
緊
急
銃
猟

が
制
度
化
さ
れ
た
が
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策

定
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
関
係
機
関
、
さ
ら
に
は
、
庁
内
各
課
と
の

調
整
を
行
い
な
が
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

Ｑ　
主
要
地
方
道
矢
吹
天
栄
線
、
日
和
田
工
区

道
路
改
良
工
事
の
事
業
内
容
と
現
在
の
進
捗
状

況
、
及
び
事
業
の
全
体
的
な
工
期
の
予
定
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ　
令
和
３
年
度
よ
り
県
に
お
い
て
事
業
に
着

手
し
て
お
り
、
現
在
ま
で
、
詳
細
設
計
、
用
地

測
量
及
び
地
質
調
査
が
概
ね
完
了
し
て
い
る
。

本
工
区
の
早
期
完
成
に
向
け
、
市
と
し
て
も
支

援
し
て
い
く
。

永山　均 議員

Ｑ　
「
望
ま
し
い
適
正
化
基
準

を
満
た
さ
な
い
小
規
模
の
学

校
」
に
つ
い
て
は
今
後
、
ど
の

よ
う
な
検
討
を
進
め
て
行
く
の

か
伺
う
。

Ａ　
複
式
学
級
が
既
に
存
在
し

て
い
る
五
箇
小
学
校
、
小
田
川

小
学
校
、
小
野
田
小
学
校
と
今

後
、
複
式
学
級
が
予
測
さ
れ
る

関
辺
小
学
校
で
懇
談

会
を
開
催
し
、
学
校

の
現
状
や
課
題
に
つ

い
て
情
報
の
共
有
を

図
る
と
と
も
に
、
小

田
川
小
学
校
、
小

野
田
小
学
校
、
関
辺

小
学
校
に
お
い
て
は
、

学
校
の
あ
り
方
を
考

え
る
検
討
委
員
会
を

設
置
す
る
。

Ｑ　
関
係
人
口
の
重
要
性
を
市
は
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

Ａ　
地
域
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
う
え
で
大

き
な
力
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
移
住
定
住
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
本
市
独

自
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
や
応
援
団
な
ど
の
創
設
に

つ
い
て
市
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ　
創
設
に
つ
い
て
は
、
地
域
と
関
係
人
口
と

の
つ
な
が
り
を
深
め
る
手
段
の
一
つ
と
な
る
こ

と
か
ら
、
国
が
制
度
設
計
を
進
め
て
い
る
「
ふ

る
さ
と
住
民
登
録
制
度
」
の
動
向
や
、
他
の
自

治
体
の
先
進
事
例
な
ど
も
参
考
に
検
討
す
る
。

遠藤　公彦 議員

農産品生産コスト低減のための支援について

複式学級が存在、予測される小学校の今後について
学校のあり方を考える検討委員会を設置する

緑川　摂生 議員

体験型放課後子ども教室の拡充を望む
コーディネーターの育成と発掘をしていく

複式学級
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Ｑ　
過
去
3
年
間
の
熊
の
目
撃

情
報
数
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
令
和
4
年
度
7
件
、
5
年

度
3
件
、
6
年
度
26
件
と
な
っ

て
い
る
。

Ｑ　
猟
友
会
の
メ
ン
バ
ー
数
と

平
均
年
齢
及
び
最
高
齢
者
の
年

齢
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
猟
友
会
白
河
支
部
の
市
内

在
住
の
登
録
者
は
60
名
と
な
っ
て
お
り
、
平
均

年
齢
は
約
67
歳
で
最
高
齢
者
は
95
歳
と
な
っ
て

い
る
。

Ｑ　
学
校
付
近
で
目
撃
情
報
や
出
没
情
報
が
あ

っ
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
各
学
校
で
野
生
動
物
（
ク
マ
等
）
出
没
時

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
、
ク
マ
の
目
撃

や
出
没
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
警
察
に
通
報
を

す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
へ
一
斉
メ
ー
ル
を
行

う
ほ
か
、
市
教
育
委
員
会
や
市
農
林
整
備
課
な

ど
関
係
機
関
に
連
絡
を
行
い
、
危
険
が
及
ぶ
場

合
に
は
、
保
護
者
に
は
送
迎
を
、
警
察
に
は
通

学
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
依
頼
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
ま
た
、

保
護
者
が
す
ぐ

に
迎
え
に
来
ら

れ
な
い
場
合
に

は
、
学
校
で
待

機
さ
せ
、
保
護

者
へ
の
引
き
渡

し
を
確
実
に
行

う
よ
う
に
す
る
。

室井　伸一 議員

本市の熊の目撃件数は
令和7年度は現在10件

Ｑ　
下
水
道
施
設
の
老
朽
化
対

策
及
び
地
震
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

Ａ　
長
期
的
な
視
点
で
老
朽
化

状
況
を
予
測
し
、
最
適
管
理
す

る
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
及
び
上
下

水
道
耐
震
化

計
画
を
も
と

に
対
策
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ　

定
住
促
進
の
支
援
策

と
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
市
内
へ
移
住
す
る
住
宅
取
得
者
に
費
用
の

一
部
を
補
助
し
て
い
る
。(

Ｒ
５
～
７
年
11
月

現
在
１
３
４
件)

・
行
政
分
譲
地
を
購
入
し
住

宅
建
築
者
に
も
助
成
金
を
交
付
し
て
い
る
。
※

中
学
生
以
下
の
こ
ど
も
を
扶
養
し
て
い
る
場
合
、

助
成
単
価
を
引
上
げ
て
支
援
し
て
い
る
。(

Ｒ

６
～
７
年
11
月
現
在
3
区
画
）
・
子
育
て
世
帯

や
新
婚
世
帯
、
県
外
か
ら
の
移
住
者
等
を
対
象

と
し
た
空
き
家
の
改
修
費
用
等
の
一
部
も
補
助

し
て
い
る
。
（
Ｒ
６
～
７
年
11
月
現
在
９
件
）

引
き
続
き
、
定
住
促
進
に
努
め
る
。

Ｑ　
公
立
幼
稚
園
・
保
育
園
に
お
け
る
園
児
の

運
動
能
力
低
下
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
子
ど
も
た
ち
の
基
礎
的
な
運
動
能
力
の
低

下
が
日
常
生
活
に
も
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
危

惧
し
て
お
り
、
音
楽
や
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
全

身
や
手
先
を
使
っ
た
遊
び
や
、
身
体
だ
け
で
な

く
脳
と
心
に
刺
激
を
与
え
る
動
き
を
取
り
入
れ

た
体
操
も
行
っ
て
い
る
。
健
や
か
に
成
長
で
き

る
よ
う
、
運
動
能
力
を
育
ん
で
い
く
。

水野谷正則 議員

下水道施設の老朽化及び地震対策について
先進的な事例も参考にしながら効率的に進めていく

Ｑ　
地
域
計
画
策
定
後
の
進
捗

状
況
を
伺
う
。

Ａ　
計
画
は
一
度
策
定
し
て
終

わ
り
で
は
な
く
、
実
態
に
応
じ

て
継
続
的
に
見
直
し
、
完
成
度

を
高
め
て
い
く
。
各
関
係
機
関

と
連
携
し
、
地
域
の
実
態
に
即

し
た
内
容
と
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

Ｑ　
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
、
一
人
暮
ら
し
の

終
活
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
10
月
か
ら
「
白
河
市
わ
た
し
の
終
活
登
録

事
業
」
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
緊
急
連
絡
先
や

身
元
保
証
人
な
ど
の
情
報
に
加
え
、
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
で
あ
る
「
未
来
ノ
ー
ト
」
や
医
療

に
関
す
る
「
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
」
の
保
管
場
所
、

葬
儀
の
事
前
契
約
な
ど
の
情
報
を
市
に
登
録
し
、

緊
急
時
な
ど
に
指
定
さ
れ
た
親
族
や
消
防
、
警

察
、
病
院
か
ら
の
求
め
に
応
じ
情
報
を
開
示
す

る
も
の
で
あ
り
、
終
末
期
に
お
け
る
医
療
や
葬

儀
に
自
分
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
る
。

Ｑ　
高
齢
運
転
者
の
現
状
と
支
援
に
つ
い
て
伺

う
。

Ａ　
過
去
３
年
間
の
高
齢
者
65
歳
以
上
の
事
故

件
数
は
令
和
４
年
26
件
、
令
和
５
年
25
件
、
令

和
６
年
51
件
と
な
っ
て
い
る
。
「
サ
ポ
ー
ト

カ
ー
」
の
試
乗
会
や
、

地
域
の
高
齢
者
サ
ロ

ン
に
お
け
る
啓
発
活

動
を
通
し
て
、
交
通

安
全
意
識
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

戸倉　宏一 議員

「地域計画」１年目の現状と課題について
地域農業の実態に応じて完成度を高めていく

熊の注意看板
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Ｑ　
９
月
30
日
、
東
京
都
杉
並

区
の
住
宅
地
で
、
老
朽
化
し
た

擁
壁
が
崩
壊
し
、
周
辺
の
宅
地

に
土
砂
が
流
出
し
た
。
市
内
に

も
同
時
期
に
造
成
さ
れ
た
擁
壁

が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
安

全
な
の
か
耐
震
診
断
へ
の
補
助

対
応
を
検
討
し
て
は
。

Ａ　
擁
壁
問
題
に
つ
い
て
は
、

国
よ
り
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
よ
う
指
示
が
あ

り
、
今
後
対
応
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
耐

震
診
断
等
補
助
対
応
に
つ
い
て
は
、
国
及
び
他

自
治
体
の
対
応
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
白
河
市
わ
た

し
の
終
活
登
録
事
業
」
は
、
私
が
こ
れ
ま
で
質

問
し
て
き
た
「
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
悩
み
や

困
り
ご
と
」
に
つ
い
て
の
支
援
事
業
だ
と
聞
い

た
が
、
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
登
録
項
目
に
は
、
緊
急
連
絡
先
・
葬
儀
や

遺
品
整
理
に
関
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
「
未
来
ノ

ー
ト
」
や
「
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
」
が
あ
り
、
未

来
ノ
ー
ト
は
医
療
や
介
護
、
財
産
に
関
す
る
こ

と
な
ど
を
記
載
し
、
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
は
医
療

希
望
の
う
ち
、
人
工
呼
吸
器
装
置
、
経
管
栄
養

実
施
な
ど
延
命
措
置
の
希
望
な
ど
を
記
載
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
今
後
は
民
生
委
員
な
ど

に
も
協
力

を
い
た
だ

き
、
市
民

へ
の
周
知

を
図
り
た

い
。

Ｑ　
合
併
20
年
を
迎
え
た
本
市

の
今
後
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ　
人
口
減
少
を
踏
ま
え
、
市

民
の
幸
福
実
感
度
を
高
め
る

「
ス
マ
ー
ト
シ
ュ
リ
ン
ク
」
の

考
え
方
を
取
り
入
れ
、
Ａ
Ｉ
や

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
「
新
し
い
産

業
」
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
と

と
も
に
、
生
産
年
齢
人
口
の
確
保
や
、
引
き
続

き
少
子
化
対
策
に
も
注
力
し
て
い
き
、
歴
史
や

文
化
、
自
然
、
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
と
白
河
ら
し

く
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ま
ち

づ
く
り
を
し
て
い
く
。

Ｑ　
総
合
運
動
公
園
・
武
道

館
の
今
後
の
総
合
的
な
改

修
・
利
活
用
の
見
通
し
と
複

合
化
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
他
の
公
共
施
設
と
の
調
整
を
図
り
、
財
源

確
保
に
努
め
、
一
体
的
な
改
修
計
画
の
検
討
を

進
め
、
環
境
整
備
に
取
り
組
み
、
指
定
管
理
者

と
連
携
し
て
イ
ベ
ン
ト
や
大
会
の
誘
致
な
ど
多

目
的
な
利
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ　
都
市
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
構
築
を
通
じ
た

地
域
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
防
災
や
環
境
保
全
、
交
通
、
イ
ン
フ
ラ
管

理
、
市
民
の
見
守
り
と
い
っ
た
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
基
盤
に
な
る
も
の
と

考
え
て
お
り
、
専
門
知
識
の
あ
る
人
材
の
確
保

や
初
期
投
資
・
維
持
管
理
費
用
な
ど
の
課
題
も

含
め
、
先
進
地
事
例
や
費
用
対
効
果
な
ど
を
調

査
研
究
し
て
い
く
。

大竹　功一 議員

吉見　優一郎 議員

宅地の擁壁について市の対応は？

スポーツ施設の総合的な改修・利活用の見通しと複合化

パトロール監視を今後対応予定

他の公共施設との調整・環境整備に取組む

Ｑ　
き
つ
ね
う
ち
温
泉
健
康
館
、

東
文
化
セ
ン
タ
ー
等
で
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
る
た
び
に
駐
車

場
が
満
車
に
な
り
、
利
用
者
か

ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

隣
の
山
を
崩
し
て
は
と
の
声
も

あ
る
。
歩
行
が
困
難
な
方
に
対

し
て
、
思
い
や
り
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

市
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ　
こ
れ
ま
で
も
東
風
の
台
運
動
公
園
内
の
各

施
設
で
調
整
し
て
き
た
と
こ
ろ
だ
が
、
今
後
混

雑
が
想
定
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
は
、
事
前

に
主
催
者
側
と
乗
り
合
わ
せ
で
来
場
す
る
こ
と

の
周
知
を
徹
底
さ
せ
る
と
と
も
に
、
誘
導
ス
タ

ッ
フ
を
配
置
し
、
隣
接
す
る
駐
車
場
の
案
内
を

す
る
な
ど
混
雑
解
消
に
努
め
る
。
な
お
、
歩
行

が
困
難
な
方
な
ど
に
、
会
場
近
く
に
思
い
や
り

駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
検
討
す
る
。

Ｑ　
東
風
の
台
運
動
公
園
に
あ
る
屋
外
ト
イ
レ

は
、
現
在
和
式
が
多
い
状
況
で
あ
る
が
、
洋
式

ト
イ
レ
に
取
り
替
え
る
計
画
は
あ
る
の
か
伺
う
。

Ａ　
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
南
側
駐
車
場
及
び
プ

ー
ル
の
奥
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ト
イ
レ
に
つ
い

て
は
、
令
和
９
年
度
以
降
洋
式
化
へ
の
建
て
替

え
を
予
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
南
側
の

ト
イ
レ
洋
式
化
に

つ
い
て
も
、
適
時

対
応
す
る
。 佐川　琴次 議員

東風の台運動公園駐車場、トイレについて伺う
思いやりスペースの確保、洋式化トイレに適時対応する

国体記念体育館
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Ｑ　
国
の
行
財
政
対
策
を
踏
ま

え
た
市
の
認
識
と
今
後
の
行
財

政
運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
重
点
支
援
地
方
支
援
金
は

制
限
も
あ
り
、
ど
う
使
っ
た
ら

有
効
か
を
十
分
に
検
討
す
る
。

　
ま
た
、
時
代
の
潮
流
を
的
確

に
把
握
し
、
市
の
産
業
振
興
の

強
化
を
図
り
、
安
定
し
た
行
財

政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ　
南
湖
の
桜
の
老
朽
化
の
実
態
と
延
命
、
更

新
に
向
け
た
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
１
３
０
３
本
の
桜
は
7
割
が
樹
齢
50
年
以

上
で
老
朽
化

し
、
多
く
の

樹
勢
が
衰
え

て
お
り
「
南

湖
公
園
保
存

活
用
計
画
」

を
策
定
し
て
い
る
。
文
化
庁
や
樹
木
医
を
は
じ

め
専
門
家
を
交
え
、
管
理
や
植
え
替
え
で
恒
久

的
な
保
全
体
制
の
構
築
を
定
め
、
歴
史
的
価
値

を
繋
い
で
い
く
。

Ｑ 

市
職
員
の
人
材
育
成
、
意
識
改
革
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
、
行
政
課
題
研
修
の

実
施
に
よ
り
人
材
育
成
を
し
、
職
員
の
業
務
改

善
の
取
り
組
み
、
提
案
制
度
に
て
昇
給
や
昇
格

等
で
意
識
改
革
を
反
映
し
て
い
る
。

　
ま
た
市
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
要
綱
に
基
づ

き
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も
働
き
や
す
い
組

織
風
土
醸
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　
本
市
独
自
の
こ
ど
も
の
権

利
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
対

す
る
市
の
考
え
は
？

Ａ　
本
市
に
お
い
て
は
こ
ど
も

の
権
利
啓
発
活
動
を
強
化
し
て

い
く
。
条
例
に
つ
い
て
は
今
後

事
業
を
進
め
る
中
で
検
討
す
る
。

Ｑ　

こ
ど
も
広
聴
「
こ
え
ぽ

す
」
の
周
知
方
法
は
、
こ
ど
も

の
成
長
や
発
達
に
合
わ
せ
た
工
夫
を
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
？

Ａ　
次
回
の
実
施
に
向
け
て
検
討
す
る
。

Ｑ　
「
市
長
へ
の
手
紙
」
の
公
表
の
実
施
と
名

称
の
見
直
し
を
行

う
べ
き
だ
と
思
う

が
市
の
考
え
は
？

Ａ　
「
こ
え
ぽ
す
」

の
状
況
も
参
考
に

し
、
公
表
を
検
討

す
る
。
名
称
を
含

め
、
事
業
の
検
証

を
進
め
る
。

Ｑ　
こ
ど
も
の
健
康
診
査
、
パ
イ
プ
椅
子
で
待

ち
時
間
を
過
ご
す
の
は
大
変
で
あ
る
。
待
ち
時

間
の
環
境
改
善
を
求
め
る
。

Ａ　
複
合
施
設
移
転
後
は
椅
子
に
座
ら
ず
待
つ

よ
う
に
な
る
。
今
後
、
絵
本
の
置
き
方
を
子
ど

も
の
目
線
に
合
わ
せ
る
な
ど
工
夫
す
る
。

Ｑ　
要
支
援
者
に
お
け
る
福
祉
避
難
所
へ
の
受

け
入
れ
方
法
は
？

Ａ　
一
次
避
難
所
で
の
生
活
が
難
し
い
方
の
み

福
祉
避
難
所
へ
受
け
入
れ
ら
れ
る
。

大木　絵理 議員

こどもの健診、待ち時間が苦痛にならないような環境改善を！
絵本の置き方などを工夫し、環境を整えていく

高畠　裕 議員

南湖公園の桜の保全と次世代への継承は
恒久的な保全体制の構築を定める

南湖の老朽化した
桜の木

Ｑ　
国
が
来
年
度
か
ら
全
国
で

学
校
給
食
無
償
化
を
実
施
す
る

方
針
と
の
報
道
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う

な
内
容
か
。

Ａ　
新
聞
報
道
で
は
、
11
月
７

日
３
党
（
自
民
党
、
日
本
維
新

の
会
、
公
明
党
）
の
実
務
者
会

合
で
具
体
的
な
制
度
設
計
の
議

論
を
開
始
。
公
立
小
学
校
の
給
食
無
償
化
を
保

護
者
の
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
で
国
が
支
援

す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
12
月

９
日
３
党
か
ら
全
国
知
事
会
に
、
小
学
校
給
食

費
無
償
化
の
費
用
を
国
と
都
道
府
県
が
半
分
ず

つ
財
政
負
担
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
12
日
に

３
党
で
制
度
設
計
を
ま
と
め
る
と
い
う
報
道
が

あ
っ
た
。
現
時
点
で
は
具
体
的
な
内
容
は
示
さ

れ
て
い
な
い
。

Ｑ　
市
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

Ａ　
現
在
国
に
お
い
て
協
議
中
で
あ
り
、
具
体

的
な
内
容
が
示
さ
れ
た
後
に
考
え
て
い
く
。

Ｑ　
国
か
ら
の
財
政
支
援
が
見
込
ま
れ
る
。
こ

の
際
、
市
と
し
て
中
学
校
ま
で
給
食
費
無
償
化

を
検
討
・
提
案
す
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

Ａ　
こ
れ
ま
で
に

も
答
弁
し
て
き
た

と
お
り
、
学
校
給

食
無
償
化
に
つ
い

て
は
、
国
の
責
任

に
お
い
て
実
施
す

べ
き
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。 深谷　弘 議員

国の学校給食無償化方針にどう対応するのか
具体的内容が示された後、対応を考えていく
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白河地域 表郷地域

東地域大信地域

　今回は市内で幅広い分野からのメンバーで構成される白河、表郷、大信、東地域の４つの地域活性化協議会の
皆さまとの懇談会でした。
　11月17日 白河地域活性化協議会、12月２日 表郷地域活性化協議会、12月３日 大信地域活性化協議会、12
月４日 東地域活性化協議会の日程で開催し、各議員は基本２つの地域に参加しました。　
　議長挨拶、自己紹介ののち、議会の仕組みをわかりやすく説明し、令和７年９月定例議会の各常任委員会と決
算審査特別委員会に付託された議案の説明と審査の結果を報告しました。
　その後、地域活性化協議会の皆さまとの意見交換会を行い、多くの意見が出される中、その場で答弁できるも
のには答弁し、それ以外は持ち帰って検討することとしました。
　出された意見の主なものは以下のとおりとなります。

　　①「複合施設及び集会所等の空きスペースの活用について」　　②「過疎対策について」
　　③「白河駅周辺の駐車場対策について」　　　　　　　　　　　④「議員定数の見直しについて」
　　⑤「空き家対策について」　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥「きつねうち温泉の活用について」
　　⑦「農業対策について」　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑧「表郷地域学習塾の状況について」

　多くのご意見をいただいたほか、アンケート調査を実施しました。市民の皆さまの生の声を聞けたことは議会
にとっても大変貴重であり、今後も多くの団体や市民の皆さまとの意見交換会は必要であると認識しました。

市民の皆さまとの議会報告会及び意見交換会を開催

地域活性化協議会
議 会 報 告 会 ・ 意 見 交 換 会

との

市議会で初の試み
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議
員
活
動

　
　
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト

　石名議長及び矢内会長の挨拶の
後、出席者全員が自己紹介をし、市
政全般に係る課題や問題について意
見交換を行いました。
　委員より、人口減少により複式学
級が見込まれる学校もあることか
ら、こどもを増やす対策について
や、西郷村への移住者が多いことか
ら、子育て支援施策などの違いにつ
いてが意見がありました。
　また、福島県内の他市と比較した
場合の白河市の議員定数についての
問題提起などがあり積極的に意見交
換が行われ、今後も町内会と議会が
連携して課題解決に向け協力してい
くことを確認しました。

議   題

意見交換会
白河市町内会連合会役員と市議会議員
（三役及び各委員会正副委員長）との 町内会の運営、その

他市政全般に係る課
題や問題について

「白河市消防団出初式」（１月１1日）に出席。消防団員の皆様の力強い雄姿に感銘。
消防団員として活動している議員もおります。

「二十歳の集い」（１月11日）
に来賓として出席。
594名の門出を祝いました。

　令和７年12月23日、全員協議会室で開催し、意見交換を行いました。
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３ 月定例会の予定月定例会の予定 正式には開会日に決定します。

編
集
後
記

　
季
節
の
移
ろ
い
の
早
さ
に
年
年
歳

歳
驚
き
を
感
じ
得
ず
、
市
民
の
皆
様

方
も
同
感
だ
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
多

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
て
今
般
、
本

市
議
会
議
員
と
各
地
域
活
性
協
議
会

と
で
議
会
報
告
会
、
意
見
交
換
会
を

実
施
し
、
市
内
4
地
域
よ
り
様
々
な

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
ご
意
見
は
議
会
内

で
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

我
々
議
会
報
編
集
委
員
会
も
、
一
方

的
に
広
報
紙
を
出
す
だ
け
で
な
く
広

く
市
民
の
皆
様
方
に
読
ん
で
い
た
だ

き
、
ご
意
見
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、

な
お
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

副
委
員
長
　
戸
倉
　
宏
一

本会議はインターネッ
ト中継及び録画配信を
行っています。

こちらの
ＱＲコー
ドを読み
込んでく
ださい。

● 時間：午前10時から　● 場所：本庁舎４階　議場

高畠裕委員長高畠裕委員長

佐川琴次佐川琴次 遠藤公彦遠藤公彦

戸倉宏一副委員長戸倉宏一副委員長

永山　均永山　均

大木絵理大木絵理

議会報編集委員会

議
会

だ
よ

り
は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
ご

覧
に

な
れ

ま
す

。　
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.city.shirakaw
a.fukushim

a.jp/
発

行
：

白
河

市
議

会
　

　
   編

集
：

議
会

報
編

集
委

員
会

〒
961–8602 福

島
県

白
河

市
八

幡
小

路
7–1 ☎

0248–22–1111

２月25日（水）本会議【開会、会期決定、提案理由説明】
３月３日（火）本会議【一般質問１日目、委員会付託（請願・陳情）】
３月４日（水）本会議【一般質問２日目】
３月５日（木）本会議【一般質問３日目】
３月６日（金）本会議【総括質疑、委員会付託（議案）】
３月９日（月）委員会【各常任委員会・付託案件の審査】
３月10日（火）委員会【各常任委員会・付託案件の審査】
３月12日（木）委員会【各常任委員会・付託案件の審査】
３月16日（月）本会議【各常任委員長報告、質疑、討論、表決、閉会】

勤労
感謝の日訪問

勤労
感謝の日訪問

小野
田小学校傍聴

　11月18日に専念寺学園幼
稚園児の代表６名が先生とと
もに来庁し、日ごろ市民のた
めに働いていることに感謝の
言葉とお手紙を届けてくださ
いました。また、園児自らが
育てて収穫したお米や、一生
懸命皮むきをした干し柿をい
ただきました。

　小野田小学校６年生13名が、12月9日に施設見学及び議会傍聴に訪れ、議場の中を見学し、一般質
問を行う議員と市長の真剣なやりとりを一生懸命メモを取りながら傍聴しました。
　白河市議会では未来を担う児童生徒の皆さんの議会見学を心よりお待ちしております。

自分の目で見て感じる体験を 小学生が議会を傍聴


